
4 

すでにご存じの方もいらっしゃると思いますが、この『「じんけん」ぽん』への掲載でご

報告・ご挨拶とさせていただきます。 

  

7月1日より、あいネットの所長職が交代となりました。 

 

 永桶が退任し、新所長として白田東吾が着任しています。 

新所長の下、新たに2人入職し、総勢7人（1名は就労準備支援事業担当）

の常勤相談員という体制で、福祉総合相談と生活困窮者自立支援事業に携わっていきます。 

 今後ともよろしくお願いいたします。 

 

 また、永桶は立場を変えて、少し顔を出す仕事がございますので、皆さんと顔をあわせる

機会があるかと思います。あわせてよろしくお願いいたします。   （永桶 静佳） 

こちらのコーナーへ掲載希望の方はあいネットまで 

（TEL：04-7165-8707 FAX：04-7165-8709） 

 

①講演会 

「柏市における自死の現状から

見えてきたもの」 

（江戸川大学教授 中村真氏） 

②講演会 

「いのちに寄り添う言葉」 

（作家 柳田邦男氏） 

 

日時： 

平成27年8月24日（月） 

13：00～16：15（12：30開場） 

場所： 

アミュゼ柏2Ｆクリスタルホール 

定員： 

300名（入場無料、先着順） 

 

問い合わせ： 

柏市保健福祉総務課 

（04-7167-1131） 

 

①イイコトサガシ ワークショップ 

（東京都発達障害当事者会ファシリテーター 

横山小夜子氏） 

②講演・事業報告 

（ちばＭＤエコネット） 

（医学博士 古荘純一氏） 

 

 

日時： 

平成27年8月29日（土） 

①10：00～12：00 

②13：15～16：30 

場所： 

千葉市ビジネス支援センター 

定員： 

①30名②100名（参加費各1,000円） 

 

申込み・問い合わせ： 

ちばＭＤエコネット事務局 

（047-426-8825） 
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＜ひとこと＞ 

今月より新体制となり

ました。今後ともよろし

くお願いいたします。 
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6/11～12にかけて生活困窮者支援事業で先駆的な取組みをしている大阪

府豊中市に視察へ行ってきました。生活困窮者の就労支援の現場として最初

に行ったのが革の鞄を作っている「i.D.S株式会社」。代表取締役の宍戸さん

にお話を伺いました。本来は熟練した職人さんが作る鞄ですが、作業工程を

細かく分け、誰でも作業が出来るよう工夫をしたとの事。生活が困窮してい

る精神疾患のある方や引きこもり経験者等を会社で受け入れていました。 

実際に受け入れてみると従業員の仕事が楽になったり、仕事がスムーズに運

ぶようになったとの事。その反面、受け入れた方の中にはなかなかコミュニ

ケーションがうまくいかずに対応が難しい方もいるとの事。その人たちの自

立に向けた関わりをしたいとおっしゃっていました。 

 

 その後、豊中市市民協働部の槌谷さん、濱政さん、大阪地域職業訓練センター

の西岡さんから話を聞きました。 

 豊中市の就労支援の特徴は①担当制で寄り添い型の就労支援を行う、②対象

を限定せず、広く就労支援が必要な人に窓口を開けている、③企業等との連携や

定着支援までを射程に入れている点であるとの事。就労困難者等（高齢者、障害

者、ひとり親等）は「ハローワーク等を利用して自力で就職活動をする事が難しい、

就労が実現できない、支援を必要する人」であり、そういった方々に対して、就労

阻害要因をポイント化し、ポイント制によって担当を振り分けて就労阻害要因の解

決を図っていくとの事でした。 

 また、就労に向けた準備をする場所として「地域就労支援センター」があり、実習

や体験（就労準備支援事業・就労訓練事業）を実施しているとの事でした。先程の

「i.D.S株式会社」はもちろん、30箇所程の実習・体験先がありました。それらを通し

て、相談者が自信を持って就職活動をできるよう準備をするのと同時に、支援者

はアセスメント（評価）を丁寧に行い、その人に合った就労先を考えていくとの事で

した。 

 無料職業紹介所があるのも豊中市の特徴との事。個々の求人開拓として支援員

は求人票を元に企業に連絡を入れる事もあります。受け入れる企業も不安な為、

体験実習生としての受け入れを提案し、体験の中で企業に知ってもらう機会を作

る事から始めるとの事でした。体験実習とマッチングを就労支援のプロセスに入れ

る事、定着支援まできちんとしていく事が大切であるとの事でした。 

 就労阻害要因を抱えている方に対して多様な就労支援プログラムを用意

し、個々の事情に応じた個別的な就労支援を実施しているのがとても印象的

でした。生活困窮者を広く受けとめる為に「転職カフェ」を企画し、いらし

た方の話を聞く中で生活が困窮している事が浮かび上がる事もあるとの事で

した。生活困窮者を受け止め、それぞれの自立に向けた段階的な支援の形が

必要だと感じました。 

 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A7dPeC7iTqRVpn0AoDeU3uV7/SIG=12emu6jn2/EXP=1436917858/**http%3a/www.nigaoe-market.com/dog/thumbnail/nm_dog_x002.gif
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学歴・職歴・資格取得等の書き方は・・？ 
●退職理由は様式に従って簡略に！ 

退職理由は知りたい情報の一つだが、詳細な理由は職務経歴書に記入する。ここで必要なのは退職理由が「自己

都合」か「会社都合」。自己都合で希望退職の場合は「一身上の都合により退職」と書けばOK！ 
●経歴を表記する語句に注意！ 
会社員なら「入社・退社」、公務員は「奉職・退職」、病院や個人の事業所では「勤務・退職」、家業の手伝い

は「従事・退職」、個人の店舗経営は「開業・閉鎖」、会社経営の場合は「設立・解散」を使う。 

●免許・資格欄の書き方 

取得年月日順に資格名を記述するのが基本。仕事に直結する“切り札資格”ならチャレンジ段階でも「受験予

定」と書く。応募先の仕事に役立つものなら講習で簡単に取得できる技能審査でも評価される。 

就労準備支援室からは、就労についての情報をお届け致します。講座にもぜひご参加ください。 

   
履歴書記入の注意点 No.4 

◆頼まれごとを断るときは罪悪感を感じる？◆人から大切にされない時は自分が劣っていると思う？◆自分の欲

求や希望を言うときは控えめにすべきだと思う？◆疲れた、落ち込んだ、嬉しい、腹が立つ、寂しいなどを表現

してはいけないと思っている？◆何事も失敗してはいけないと思っている？・・ 

もし上記にいくつかあてはまる事があれば、あなたは、性、役割、年齢、地位などの固定化さ

れたイメージによる行動をしていて、そのために自信をなくしている可能性があります。まず

は自他を差別 

する基準をもたないこと！これが気持ちを楽にさせ、よりよい人間関係の基礎となります！ 

 

パソコン講座  

自分を振り返りながら、仕事についても考えてみましょう！ 

Word・Excelを通してパソコンの基本的な操作を覚えられるようお手伝いします。

マンツーマンが基本ですので、ご自分のペースで練習する事ができます。 

この講座は、生活困窮者自立促進支援法に基づく支援を利用されている方に向けての 

プログラムです。対象ではない方で利用希望の方は電話でご相談ください。 

コミュニケーション講座   

面接の模擬をしたり、気持ちが楽になるコミュニケー 

職場体験  

ディサービス「あじさい」で高齢者が自立した生活ができるようお手伝いをします。

車で送迎します。昼食代500円頂きます。 

キャリア講座  

今月の講座案内 

コミュニケーションのスキルをアップさせましょう！ No.2 

講座受講希望の方は日程調整いたします。ご連絡ください。 
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（2015.7/No.135） 

 かしわ障害者をむすぶ会（以下、むすぶ会）は『障害当事者団体や福

祉サービス事業所などが手をむすび、障がい者も普通に生活できる柏

市にしていこう』と、平成16年6月に発足した任意団体です。約30団体が

参加しており、あいネットも参加、事務局として活動のお手伝いをしてい

ます。今回は、むすぶ会の中で災害時における障害者支援の活動をご

紹介します。 

 

 3月のじんけんぽんでも触れましたが、このたびかしわ障害者をむす

ぶ会から「障がい者災害時サポートガイド（以下、サポートガイド）」を発

行しました。 

このサポートガイドは柏市発行の「災害時障害者支援ハンドブック（以

下、ハンドブック）」を補完する目的で作成しています。 

 主に災害発生から一時避難所までの支援について記載されたハンドブック

に対し、サポートガイドでは避難所で予測される困りごとを検討し、配慮・協力

してほしいことを各障害共通のもの・障害特有のものとを分けて記載しまし

た。今後はサポートガイドの周知を目的として、社会福祉協議会にご協力い

ただき自治会等への配布や勉強会の開催などを検討しています。サポートガ

イドは専門的な知識のない方にもご理解いただける内容となっております。あ

いネットにも置いてありますので、ぜひご覧いただけたらと思います。 

 

 今年度は障害者が災害時に必要な情報を記載した「防災マップ（仮称）」の

作成に向け、議論を重ねています。 

 障害者は身体や知的に不自由があるなどのハンディキャップがあるため、

災害が起こると障害のない方以上に大きな困難をきたしやすいとされていま

す。今後も災害時に障害者支援の一助となれるような活動に取り組んでいき

たいと思います。 

 

最後に・・・ 

一昨年度より募集をしている「災害サポーター」も、引き続きご賛同して頂け

る方を募っております。ご不明な点はお気軽にお問い合わせください。 

 お米やレトルト食品など、多くのご提供をいただきました！中には大量

の食品をお持ちいただく方も・・・ご協力いただいた食品は、フードバン

クを通じて、個人支援を中心として、大切に、大切に使わせて頂きます。 

 フードドライブは定期的に開催しております。次回開催につ

きましては、広報紙等でお知らせいたします。引き続き、ご協

力よろしくお願いいたします！ 


